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南都銀行（頭取 石田 諭）は、このたび、「FTSE JPX Blossom Japan Index」および「FTSE JPX Blossom Japan 

Sector Relative Index」の構成銘柄に初めて選定されましたので、お知らせいたします。 

両指数は、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が ESG投資のベンチマークとして採用するなど、国内外

の機関投資家の運用ベンチマークとして活用されています。 

南都銀行グループは、今後も、「サステナビリティ基本方針」に基づき、ESGに関する取組のさらなる高度化を

通じて、持続可能な地域社会の実現と企業価値向上に努めてまいります。 

 

 

 

（ご参考） 

◆ FTSE JPX Blossom Japan Indexについて 

・グローバルインデックスプロバイダーである FTSE Russellが構築し、環境、社会、ガバナンス（ESG）に

ついて特定の対応を行っている企業のパフォーマンスを測定するために設計されています。 

・サステナブル投資のファンドや他の金融商品の作成・評価に広く利用されています。   

 

◆ FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Indexについて 

・グローバルインデックスプロバイダーである FTSE Russellが構築し、各セクターにおいて相対的に、環

境、社会、ガバナンス(ESG)について特定の対応を行っている日本企業のパフォーマンスを反映するイン

デックスで、セクター・ニュートラルとなるよう設計されています。 

・また、低炭素経済への移行を促進するため、特に温室効果ガス排出量の多い企業については、TPI経営品

質スコアにより改善の取組が評価される企業のみを組み入れています。 
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